
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校教職員による自己評価の結果と今後への見通しや対策等についてもお知らせいたします。今後も教

職員一丸となって適切な指導に努めますが、お気づきの点やご要望等については、随時お寄せいただきた

いと思います。  の部分を中心に、それぞれの項目についての対策と改善を早急に図り、3 学期、そし

て新年度の教育改善・学校運営へつなげられるよう取組を進めます。 

 

 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 備考

１　「学習のきまり」の指導に十分に取り組んだ。 33.3% 66.7% 0.0% 0.0%

２　生徒一人一人が思考・判断し、表現する授業改
善に取り組んだ。

33.3% 55.6% 11.1% 0.0%

３　大槌町授業スタイルの実践に取り組んだ。
　※「課題設定」「学び合い」「まとめ・振り返り」

22.2% 66.7% 11.1% 0.0%

４　帰りの短学活の家庭学習計画づくりの指導、教
科の家庭学習指導に十分に取り組んだ。

85.7% 14.3% 0.0% 0.0%

５　授業と連動した家庭学習課題（宿題）の提示に取
り組んだ。

37.5% 37.5% 25.0% 0.0%

６　宿題以外の自主学習にも進んで取り組もうとする
生徒の育成に取り組んだ。

42.9% 42.9% 14.3% 0.0%
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Ａ
　
確

か
な
学
力

①
授
　

業

 ①について
 ・課題、振り返り等は、意識できたが、学び合いにについては、なかなか深めることができなかっ
た。
・来年度から、評価についても、3観点になり、思考・判断・表現が重要になっていくので、授業改
善に努めていきたい。
・まとめ振り返りから、次への課題設定は出来ていない。
・昨今の情勢下においては比較的落ち着いて学習に取り組めていた。学び合いに関しては対面
でのペア、話し合いの取り組みを自粛したが、自己の考えを表現する活動を多めにして取り組み、
知識や思いを共有する場面を確保した。
・ 宿題を出せていない。
・どれも意識はしたが、より効果的な取り組みへと変えてけると思うのでBとしました。
 ・概ね沿うような取り組みを試みたが、徹底には至らなかった。
・個人的には力が及ばない点もあるが、学校全体としては学習規律、授業改善、大槌型について
十分取り組まれている。

②
家
庭

学
習

②について
・各教科が課題を吟味し、連動した予習、復習の家庭学習を進めていた。ワーク等の活用に関し
ては受動的、必要性の意識が低い生徒にどう対応してくかは各教科、学級事でなく学校全体とし
て方向性が示せればよいと考える。ノートを活用したまとめ学習を行っている教科や宿題の設定は
生徒が主体的に取り組み工夫している生徒の割合が増えていると感じている。
・意欲的に課題に取り組めるように手立ては打ったが、まだ、外発的な動機の域を抜けていない。
進路学習とも関わらせながら、より自主的に取り組ませたい。
・７，８年生は家庭学習の提出も定着し、成果にも表れてきている。９年生は受検に向けて学習の
意欲が高まり進んで学習に取り組むようになった。                                                          ・生
徒１人１人にあった家庭学習の方法を提案したり、継続して行える発達段階に応じた学習計画の
立て方を模索したりした。
・レポート課題を数回だした。

７　自分の長所や良さを伸ばそうとし、友達の良さを

見つけようとする生徒の育成に取り組んだ。
37.5% 62.5% 0.0% 0.0%

８　「いいとこみつけ」などの活動を通して、自分には
良いところがあると思える生徒の育成に努めた。

50.0% 50.0% 0.0% 0.0%

９　学校行事や学級活動を通し、集団の一員として、

目標に向かって主体的に活動する生徒の育成に取
り組んだ。

62.5% 25.0% 12.5% 0.0%

10  小中合同のテーマである「あいさつ」や「合唱」の
活動に主体的に取り組もうとする生徒の育成に取り
組んだ。

37.5% 25.0% 25.0% 12.5%

③
自
己

肯
定
感

③について
・いいとこ見つけについては、2学期行事もあり、書くことが多くあり、良かった。
・自己有用感を高める活動を今後も推進していくことは大切と考える。他者との関係性の構築では
年齢相当の対応が取れていない生徒もいるので生徒の実態をとらえた指導を進めていく。
・短学活内の取り組みなどで、お互いの話を聞いたり、認めたりする活動を増やしていくことができ
た。
・いいとこみつけは、できるだけ多くの生徒に記入するようにした。
・生徒版の良いとこみつけによって、自分だけでなく他人に目を向け、尊重しようとする姿勢が現れ
るようになった。
 ・もっといいところ、その人らしさが伝わるように、接していきたいです。

④
自
治

活
動

④について
・行事は縮小されたが、ほぼ2学期は進めることができた。何よりも生徒会が中心となり、先生方が支えてく

れたこともあり、満足できる活動になったと思う。
・あいさつが良くないので3学期に指導していきたい。
・学校行事等ではこれまでの取り組みが活かせない現状の中、生徒主導で取り組みを進めていったが、段
取りや見通しをもたせる時間等が足りず、教師の手助けを有する場面が見られ、生徒の主体性の向上の
面では課題である。挨拶等の礼法は生徒一人一人が必要性を感じ、自然に行えるようになっている。
・どちらも頑張ってい入るが、主体的のところに改善の余地があると思う。指示を出す側が生徒でないと主
体的にならないと思うので、リーダー育成に力をいれたい。
・行事が限られたことによって、一つ一つを大事にして取り組んできた。努力や工夫を重ねて成功できたこ

とを自分たちでも実感している。
・時間については十分に取り組めました。

Ｂ
　

豊

か
な
人
間
性
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○全体的に「学習規律」「授業改善」「大槌型授業スタイル」

等の実践については取り組むことができた。 

○●「学び合い」についてはペア学習、話し合いは十分で

はなかったが、活動スタイルに工夫を加えて実施できた。

より深めることができる方法を模索したい。 

●令和３年度から評価の観点が変更になるので、授業改善

に努めたい。 

○各教科とも課題を吟味し、授業と連動した予習・復習の

家庭学習を進めるよう心がけた。 

○家庭学習への取り組みや提出率は確実に向上し、成果も

表れてきている。 

○生徒一人ひとりに適した学習方法を模索したり、学習計

画の立て方についても吟味したりすることができた。 

●自主性は定着しつつあるが、受動的な部分や意欲の向上

を図るための手立てが必要である。 

○生徒がお互いの話を聞いたり、認めたりする活動を増や

したことで、自分だけでなく他者に目を向け、尊重しよう

とする姿勢が現れるようになった。 

●発達段階に応じ、実態を把握した上で、場面にふさわし

い言動ができる生徒の育成を目指したい。 

○行事については縮小したり変更したりしながら、適切に

指導助言を行い、一体となって活動できた。 

○●時間の観念については良好になってきているが、あい

さつについては、今後も継続的に指導する必要がある。範

となる態度や意識を目指す雰囲気を醸成する。 

●生徒自身が主体性を持って活動に向かうよう、教師側の

関わり方も検討が必要である。 

10 小中合同のテーマである「あいさつ」

や「時間」の活動に主体的に取り組もうと

する生徒の育成に取り組んだ 



 

 

 

11　周りのことを考え、行動しようとする生徒の育成
に努めた。

50.0% 50.0% 0.0% 0.0%

12  道徳で学んだことを日常の集団生活の中で生か
そうとして生活する生徒の育成に取り組んだ。

57.1% 42.9% 0.0% 0.0%

13  日常の生徒観察やいじめアンケート・教育相談
を通じ、いじめの未然防止や早期発見・早期対応に
努めた。

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

14  進路学習や総合的な学習の時間の学習等を通
して、将来の生き方について考えさせる学習に取り
組ませた。

57.1% 28.6% 14.3% 0.0%

15  将来の夢や就きたい仕事など具体的な目標を考
えさせる学習活動に取り組んだ。

57.1% 28.6% 14.3% 0.0%

⑤
感
謝

と
思
い
や

り

⑤について
・各学年、色々な課題はあるが、生徒のｊ実態を把握し、道徳や教育相談等で考えることができて
いる。
・他者との関係性や言葉遣いの部分で、大多数が周りを意識した言動ができるようになってきた。
一部生徒への対応は根気よく担任だけでなく教職員全体で行ってい改善を図っている。そういう場
面で道徳の活動が有効に働いている場面があるので今後も進めていきたい。またアンテナを高くし
て生徒の悩みやいじめにつながる言動を対しては教職員同士の情報交換を密にして、チームとし
て対応を進めている。
・学級の動きを優先するように徹底して指導できた。概ねクリアできていると思う。また、教育相談を
利用した面談等もできた。
・様々な場面をとらえて指導することできており、トラブルも成長の糧となっている。
・集団や、相手意識の中で生活できるよう、学校生活全体を通して話してはきた。
・道徳の授業について通信で発信したり、学年スローガンをつくったり、特別活動や行事とからめ
ながら行うことができた。

⑥
キ

ャ
リ
ア

学
習

⑥について
・各学年の進路計画に沿って、授業が展開されている。
 ・ 進路は３学期の重点にします。
・進路学習の一環として行うことができた。授業としては行えたが、「何も決まっていない」という生
徒も多いので、引き続き行い、たくさんの選択肢を与えたい。
・職業だけでなく、生き方について、考えさせられる場面が多い年だった。様々な仕事する人たち
が、それぞれの役割を果たそうとする姿を見て、考えを深めたようだ。

Ｂ
　
豊

か
な
人
間
性

16　冊子「確かな自律のために」をもとに、生活のき
まりの指導を行い、落ち着いた学校生活を送れる生
徒の育成に務めた。

42.9% 57.1% 0.0% 0.0%

17  機をとらえながら、「早寝、早起き」の生活習慣の
指導を行った（始業式、部活動延長、テスト期間中、
期末面談、長期休業前）。

37.5% 62.5% 0.0% 0.0%

18  治療勧告書の配布された生徒に対し、疾病の早
期治療を促す指導に努めた。

25.0% 12.5% 62.5% 0.0%

19　新体力テストの結果分析から、中学部全体の課
題点の理解に努めた。

57.1% 42.9% 0.0% 0.0%

20　体育の授業(吉里っ子サーキットを含む）、部活
動、合同トレーニングを通して、課題点を克服するた
めの指導に努めた。

57.1% 28.6% 14.3% 0.0%

21　心のサポートの視点を持ち、日常の生徒観察・
生徒理解に努め、組織的・計画的に教育相談活動に
取り組んだ。

75.0% 25.0% 0.0% 0.0%

22　生活アンケートをもとにした学期末の教育相談
活動を計画的に実施し、生徒理解に努めた。

62.5% 37.5% 0.0% 0.0%

⑩
情
報

モ
ラ
ル

23 情報モラル教室により、ゲームや携帯端末の使
い方について危機管理が必要だという意識を育てる
ことができた。

28.6% 28.6% 42.9% 0.0%

⑩について
・情報モラルについては、生徒向けと保護者向けに分けての指導があってもいい。来年度検討。
・外部の人材の活用はとても良いが、生徒にあった内容、また家庭との連携を含めてもう一歩踏み込んだ
取り組みを進めていかなければならない。１８歳成人となる今後の生徒の人生に対して情報リテラシーは必
須と考える。
・口頭での説明程度にしかできていない。三者面談で保護者にも伝え、協力を仰ぎたい。
・友達と集まっても会話することもなくそれぞれゲーム。という時代から家族が一緒にいてもそれぞれスマ
ホ。という時代になってきた。

Ｃ
　
心

身
の
健
康

⑦
基
本

的
生
活
習
慣

⑦について
・生活習慣に対して電子媒体の影響力は大きくなっていることを感じる。治療勧告に関しては家庭
の協力が不可欠なので連携を密にしていきたい。
・基本的な生活習慣の指導は、短学活等でもすることができた。家での過ごし方については、口頭
での確認等はしたが、家庭との連携まではできていないため、各家庭任せになってしまった。
・未受診者への治療勧告書については冬休み前に配布する予定。
・コロナ対策にも素直に取り組んでいる。様々な指導に対しても、その必要性を考えて取り組もうと
している。
・早期治療にむけて、面談以外でも保護者にはたらきかけていきたい。

⑧
体
力

向
上

⑧について
・2回目の体力テストでは、全体的に1回目のテストより記録や段階がアップした生徒が目立った。
・吉里っ子サーキットにおいても、頑張ろうとする生徒も多く見られた。9年生も自分の課題にあった
吉里っ子サーキットを展開することができた。
・体力トレーニングの結果を参考に分析し、冬休み中にトレーニングを実施する予定。まだできてい
ないのでC。
・授業や部活動など、学校での時間は体力作りや技術の向上に励んでいる。

⑨
教
育

相
談

⑨について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・本校
の課題点を共有し、部活動と組み合わせて生徒の心身の健康と増進を図っていく。
・生徒同士の人間関係を把握しながら、しっかりと行った。
・一人の生徒に何かがあると、担任、学年、学年長、指導部長、養護教諭、スクールカウンセラー
×３、部活顧問、副校長と、何重にも厚い支援の体制が組まれている。それでも生徒の悩みはつ
きることはないので今後ともアンテナを高く、背景を深く探って、即応して対応していきたい。

24 ふるさと科の学習（郷土芸能伝承活動・ワカメ体
験学習など）で、地域の良さに目を向けることができ

る生徒の育成に取り組んだ。

71.4% 28.6% 0.0% 0.0%

25 ふるさと科の学習（郷土芸能伝承活動・ワカメ体

験学習など）で、地域のために貢献しようとする生徒
の育成に取り組んだ。

42.9% 57.1% 0.0% 0.0%

26 避難訓練や防災週間などの防災学習で、危機意
識を持ち、防災の知識を身につけようとする生徒の
育成に取り組んだ。

85.7% 14.3% 0.0% 0.0%

27 避難訓練や防災週間などの防災学習で、主体的
に判断し、行動できる生徒の育成に取り組んだ。

71.4% 28.6% 0.0% 0.0%

Ｄ

　
郷

土
愛

⑪

郷
土

芸
能
等

⑪について
・全校で虎舞に取り組んだことは、忙しい中ではあったが、よかった。9年生リーダーたちが、７．８
年に指導する姿は、とてもよかった。
・上級生の活動がみられ地域との繋がりを大切にする姿勢が身についていると感じた。後輩、そし
て小学部と連携し今後も地域との繋がりを活かした指導を進めたい。
・学校として行えている。
・制限が多い中でも郷土芸能に一生懸命取り組んだ。全校での虎舞だったが、それぞれ指導する
側も初めての側もがんばっていた。

⑫

防
災

⑫について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・防災

週間での小中合同避難訓練や避難所運営は、防災についての意識を高めることができた。
・防災週間にたて生徒が自分事として真剣に取り組んでいた。自分たちが地域の若手としてどう災害に向
き合えばいいか、考えることかでき、避難所設営での中学生としての重要性を多くの生徒が理解していた。

これを主体的に取り組むことが今後の課題でもある。
・９学年を中心に効果的に活動してもらった。これを来年以降どのように引き継いでいくかが大切だと思う。

・避難所運営は生徒にとっても教師側にとっても大変貴重な経験になった。考え得るものは何でもやって
みるべきだと感じた。

○発達段階によってそれぞれ抱える悩みや問題点に対す

る相談、解決策等について教育相談・道徳教育を中心に対

応できた。また関係機関との連携についても適切に行うこ

とができた。 

○教職員間の情報共有を密にして、チームとして指導に当

たることができている。 

●生徒の観察を継続すること、家庭との連携を図りながら

即時的な指導に取り組むことを継続する。 

○各学年の進路指導計画に沿って指導がなされている。 

○職業だけでなく、生き方指導についても触れることがで

きた。 

●明確な夢や希望が持てるように、具体例や選択肢を多く

示していきたい。 

○学習態度・生活態度の点検活動や短学活等での継続した

指導により、基本的な生活習慣は定着していると考える。 

●家庭での生活や治療勧告については家庭との連携が必

要であるが、各家庭に任せきりになってしまったので、面

談や文書等でさらに連携を深めたい。 

※新型コロナウィルス感染拡大の影響により通院を控え

た家庭が多くなった 

○２学期に２回目の測定を行ったところ、全体的に記録や

判定段階がアップしていた。吉里っ子サーキットの効果が

表れたと感じる。 

●長期休業期間の合同トレーニングと併せて、日常的な体

力向上のための取組を模索していく。 

○日常の観察や個別面談等で生徒同士の人間関係やそれ

ぞれの悩み等を明らかにし、組織的な対応に取り組むこと

ができた。 

●生徒の悩みや不安は尽きることはないので、アンテナを

高く、即時対応できる体制を常に構築していく。 

○●外部人材を活用した講話は良いが、生徒の実態に合っ

た内容については検討が必要である。 

●情報モラルについては、生徒向けと保護者向けに分けて

学ぶ機会を設定していきたい。また、各家庭の協力と理解

を深めていきたい。 

○全校で虎舞に取り組んだことは成果であった。９年生が

リーダーシップを発揮してくれた。 

○地域や小学部とのつながりも構築できた。今後も連携を

深めながら、地域貢献する姿勢を育成する。 

○小中合同避難訓練や避難所設営訓練で防災への意識を高

め、自らの役割について深く考えることができた。 

●さらに主体的に取り組ませながら、来年度以降にどのよ

うに引き継いでいくのか検討を要する。 


